
加藤軽金属工業株式会社 加藤大輝

サプライチェーン排出量算定の事例紹介
（岐阜県 温室効果ガス排出量 業種別実務セミナー)
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紹介１



会社紹介

加藤軽金属工業株式会社

創業：1961年

事業内容：

アルミ押出製造・加工・組立
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顧客属性、製品の使用用途・納入先
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取り組み経緯2



取り組み経緯
～2021年～

・会社を立て直す際に強みの見直し。低炭素原料を使用していることが判明。

・スコープ1~３を算出するためにCayzen・zeroboardと契約

～2022年～

・エイトス社の推薦で脱炭素経営フォーラムに応募

・環境省のお力添えで省エネルギーセンターに省エネ診断受診

～2023年～

・脱炭素経営フォーラム結果報告・講演

・新規事業開始
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省エネルギーセンターによる省エネ診断
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CO2排出量（そのうちの削減余地）無駄がある主な排出源

運用上
の無駄

設備
の劣化

エア系統の漏れ

コンプレッサの吐出圧力上昇

コンプレッサ吸込みフィルタの詰まり

事務所の暖房設定温度の高さ

旧式コンプレッサの経年劣化

太陽光発電設備のパワコンの故障

変圧器の経年劣化

Scope1,2に係る排出量の削減可能性の診断
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Cayzen(エイトス社) ＆zeroboard導入し、Scope１～3算出

実際算出画面

見える化① 会社全体のScope1~3見える化
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zeroboard社の290近い項目の入力

実際入力画面

見える化② 会社全体のScope1~3見える化
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電力原単位を算出。
原単位に対し、社内で改善した効果を計算式化。
実際の改善効果を算出し、社員の改善活動を見える化・動機づけ
現場主体で改善が進む風土へ仕向けています。

見える化③ 装置の使用電力の見える化
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見える化④ 装置の使用電力の見える化と改善
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CFP発行

※カーボンフットプリント（CFP＝Carbon Footprint of Product）

商品やサービスが生まれてから消えるまでのライフサイクルを通して排出される
二酸化炭素（CO2）やメタン、一酸化炭素、フロンガスの量を算出。

Cayzen、ゼロボードのシステムを活用し、カーボンフットプリント(※)を
発行し、必要な顧客に展開。

（画像出典：CFPプログラム『初心者のためのCFP』）
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CFP発行
カーボンフットプリント発行範囲。
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CFP発行



まとめ-1

〇見える化を進めていく中で発覚したこと

・弊社の場合、Scope1~2と3の比率は20:80

└ボーキサイトをアルミにする精錬工程で消費する莫大な電力が元凶

・省エネ等ではScope1~2における削減余地が5%しかないことが発覚

⇒Scope3領域での削減が必要
・Scope3領域では以下に着手

└自家発、グリーン調達、リサイクル、物流改善、新バッテリー技術等々



まとめ-2
脱炭素経営、グリーン調達やSDGsの取り組みを行い、起きたこと。

〇このような講演会の機会を複数いただくようになったこと

〇HPに掲載したところ、『SDGS アルミ』や『低炭素アルミ』、『グリーンアルミ』

などのワードで検索1~2位になり、HPからの引合3倍。

～結論～

・産業全体で取り組まないといけない脱炭素の取り組みを推進できる。

・技術紹介等解決に繋がる機会をいただける。

・社会的な露出が増やす機会に繋がり、実業にも良い影響があった。
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加藤軽金属工業の取り組み3



加藤軽金属を取り巻く事業環境の変化
地球環境問題

人口減少、文化・社会の変化

脱炭素

GX

SDGs

シェアリングエコノミー

住宅着工数減少

社会全体の製造数減少

就業人口減少
採用悪化

製造業イメージ悪化Scope1～
3

アルミ⇒樹脂サッシ化

押出機余り

リサイクル需要増
リサイクルアルミ増加

エネルギー高騰

自動化・FA化

IT化・データベース構築

フィードバック・フィードフォワード制御
IoT・DX化による効率生産

販売価格破壊

グリーンアルミ高騰

アルミ押出量減少使用電力代UP

使用材料代UP

人件費UP

製造コストUP

既存ビジネスの事業環境破壊

加藤軽金属工業として、
新事業への挑戦！
Visionを実現する第2創業期へ

需給バランス崩壊

つくらない物創り

24年問題
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省エネ設備導入

■プレス機 及びヒーター入替

契約電力：1600kwh⇒1470kwhに削減
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省エネ設備導入

■マグネットヒーターの特徴

従来より広く使用されている

コイル式インダクションヒーター加熱ではなく、

「セクション」と呼ぶ加熱部に永久磁石を採用し、

永久磁石部の回転により発生する

磁場フィールドによってビレットを加熱

熱電効率：60%⇒82%
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省エネ設備導入
■高調波、電気ON/OFF時発生する電気削減

約8%の電気使用量を削減
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太陽光パネル設置
太陽光パネル設置にて、ピーク時50kwh発電

パワコンの予備部品を持ち、入れ替えながら運用

近日中に導入予定
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24年問題共同運航便企画
4m長物輸送が多く、満載ではない輸送効率が悪い状態で運ぶことが多いため
業界・地域を巻き込み、満載で輸送できるように共同運航便を企画中

GHG89%
削減可能
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24年問題共同運航便企画
荷主だけで運用するのは非常に難易度が高く、運送会社との協力も必須。
複数社と協業していく。

出典： 合い積みネット
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アルミ再生炉企画
日本のアルミニウム製品の二酸化炭素含有量を低減するために、
アルミニウムスクラップの海外流出を防ぎ、回収～再提供スキームを確立させて、
日本の製造業が低炭素の再生アルミを使用できる流れを作ることができる
再生アルミニウム炉を企画中。

Melting furnace

Handling and quality inspection

Holding furnace Casting machine Homogenizing furnace    Cooling chamber Saw and strapper End product

Melting and alloying Casting Heat Treatment
Sawing and strapping

出典：
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スクラップ回収⇒再生⇒納品
国外流出低減、展伸材の水平リサイクル率UP、顧客企業のGHG低減
新塊＞再生塊の価格差還元

押出 客先
加工

原料(ビレット)
アルミ型材(押出材) アルミスクラップ

回収

鋳造

納品
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小ロット特殊アルミビレット製造 是永商会と連携

アルミの鋳塊は5～40トンがMOQであり、小ロットで特殊な合金が必要な場合、
無駄が発生するため、小ロットでビレットが作れるように開発

(まだめちゃくちゃ高額！！！)

用途例：開発合金の実用テスト時、特殊合金、予備品、補用品
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小ロット特殊アルミビレット製造 是永商会と連携

『結晶粒微細化押出材』のメリットもあり

A6061(T6) 通常圧延品 A6061 亜結晶粒 押出材

～本製品の特長～
亜結晶粒(結晶粒が細かい、EL、TS、YP値が高い)
結晶は粉末に依存し、分級で大きさコントロール可能(1~100㎛)。
結晶粒界の中に金属化合物が析出しにくい。
焼きなましが不要の可能性が高い。歪な熱膨張がしにくい。

結晶粒ばらつき大 結晶粒ばらつき小

模擬図 模擬図
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使用済みアルミ部品リサイクル事業 是永商会と連携

使用済み
アルミ型材 粉末 ビレット 押出

特殊合金アルミ押出部材で製造された部材が再度必要だが、少量の場合、
20～40トンのビレット(材料)を量産するコストがもったいないことがある。
その場合、特殊合金アルミ押出中古部材を「粉末化」 or 「溶解」し、
少量の再生ビレットにし、押出・加工・組立し、再納品する。(是永商会と連携)
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リサイクル可能接合金属×金属、金属×樹脂接合

A5052×PBT

低コストの簡易接合技術で、水、熱で接合を分解可能。
⇒『樹脂×金属の接合＝産業廃棄物』をリサイクル可能に。

A5052×PBT現在の用途
・鋼板の積層貼り合わせ
・熱硬化樹脂と接合
・熱処理金属と接合
・熱交換部材(異種金属接合)

・半導体部材(樹脂・金属接合)

・治具(樹脂・金属接合)

工程削減効果も！
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リサイクル可能接合金属×金属、金属×樹脂接合

A5052×PBT

低熱抵抗の接合であることが判明！

A5052×PBT

熱抵抗がほぼ０に！
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リサイクル可能接合金属×金属、金属×樹脂接合

※酸化被膜が出来る金属であれば、金属同士の接合は可能
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レドックスフロー電池某社と共同開発中

電解液を循環させることで蓄電・放電するレドックスフロー電池を改良。
大容量の安値蓄電池となり、デマンド調整や災害用途で事業開発中。

レドックスフロー電池概略図

〇災害時に有効活用
└断線時も電解液蓄積・輸送

〇日本全体の電力費低減
└電気発電・使用効率化
└デマンドコントロール

〇再エネ普及促進
└ゼロエミッション化
└パワコン以上発電推進

(過積載)

長寿命かつ電解液で拡張できるため、容量が100kw以上から最安値バッテリーとなる。



33

レドックスフロー電池某社と共同開発中
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アルミ空気電池缶(名称仮)①鋭意開発中

アルミを電解液となる水溶液に入れることによって、電気を直接作ります！
(水素を燃やして電気をつくるより高効率)

①タブを引いて缶を開けます

②水約220CC(コップ1杯)を
注ぎ、青ボタンを押して栓をします

③USBアダプタを被せます
USBコネクタへ電源が供給されます

※水は水道水だけでなく、海水・汚水でも動作します。

③

②

①

 場所取らず25年保管できます

 何時でも、どこでも、水だけで起動します

 内臓高輝度LEDあり

 でんち缶長時間発電できます

 アルカリ乾電池と同様の簡易廃棄

使用方法

特長

災害用でんち缶(仮称)
発電電力量 100Wh スマートフォン10台分を充電可能



アルミホイルで発電する電池

なぜアルミ空気電池か
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非常用大型アルミ空気電池②
コンテナ型アルミホイル大型空気電池を利用したエコモデル
発電電力量 3.6MWh 50ｋｗｈ×72時間発電可能

非常用に適した特長
⚫ 3.6MWｈで長時間発電可能

• アルミ箔ロールによる長時間発電
• 消耗品の交換により発電延長
• 断続運転可能（長期間発電）

⚫ 高い安全性
• 水を注ぐだけorアルミを送るだけで発電
• 発火/爆発しない

⚫ 10年以上長期間保存可能
• 減らない＆錆びない＆長寿命部品

⚫ 低コスト
• 安価な材料＆製造が容易
• ムダのない消耗品交換方式

次ページで自治体や避難所となる商業施設を
巻き込んだビジネスモデルの紹介をします。

電解液
タンク

電解液循環ポンプ

インバータ
＋

ー

電解液

セパレータ

正極材

負極材
（アルミ箔ロール)
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非常用大型アルミ空気電池②
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4-14 非常用大型アルミ空気電池②
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今後の方向性5
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5 今後の方向性(大枠)

自社製品のCO2排出量を公表や先進的な環境問題に取り組み、
先進的な企業ポジションの獲得を狙う

社内意識改革
新規事業/

ビジネススキーム
(利益/コスト削減に繋がる施策)

業界課題解決
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5 今後の方向性(具体的)

〇ベンチャー協創
└先進技術導入。
弊社(R&D機能外だし)⇔ベンチャー(社会実装支援)

〇作らない物創り
└必要なものを顧客にニーズに合わせて必要量分創る

〇熱関連・エネルギー関連アルミ製品の立ち上げ

〇日本アルミ業界の二酸化炭素低減活動
└リサイクル比率増施策の打ち上げと実行
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